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第52巻第 2 期、2015年 3 月）　
　　［2］ 　韓巍・鄒大海整理　「北大蔵秦簡≪魯久次問数于陳起≫今訳・図版和専家筆談」















































































　　今夫疾發於百 （體）之尌（樹）殹（也）、自足・ ・ （踝）・厀（膝）・股・脾（髀）・
・族〈旅（膂）〉・脊・背・肩・應（膺）・手・臂・肘・臑・耳・目・鼻・口・頸・項、
苟智（知）其疾發日蚤（早）莫（暮）之時、其瘳與死畢有數。所以有數故可殹（也）。
































































































































































































































































































































































































































いう数字を憶えておかねばならない。即ち、徐数の最大分母が 2 の場合は 2 を掛ける、除
数の最大分母が 3 の場合は 6 を掛ける、除数の最大分母が 4 の場合は12を掛ける、除数の






　 1+ 1―2 の 場 合 は、240×2、 即 ち480を、 1+
1―2 +














































ならば、まず14×6＝84と銖に換算してやり、84を 1 錘の銖数 8 で割ってやれば10 4―8 と錘
で答えが出る。つまり、この場合は、錙の 6 と錘の 8 とが換算係数となる。これを憶えて
おかなければならない。
　「半而倍之」とは、実や法の中に半が存しているなら、少広題に倣って、半を整数化し
てやる。これには全体に 2 を掛ければよい。例えば、（5＋ 1―2 ）÷（3＋
1―2 ）という計算ならば、



































































































































































































21、 「□□□□〔脊〕痛、要（腰）以（似）折、脾不可以運」 2 。
22、 「即取刑馬膂肉十□」126。
23、 天水放馬灘『日書』は、甘粛省文物考古研究所編『天水放馬灘秦簡』（2009年 8 月、
中華書局）に見える。しかし、彭浩氏が引く釈文は上記書とはかなり違っている。こ
れは、孫占宇『天水放馬灘秦簡集釈』（2013年 3 月、甘粛文化出版社）の釈文を引いた
からである。しかも、孫氏の書は乙355簡と乙343簡を連続させている。写真では両簡
とも末尾が不鮮明で、意味上からも連続するか否か不明である。
24、 ［1］は、『国語』周語下の「王將鑄無射、問律於伶州鳩。對曰「…爲之六閒、以揚沈
伏、而黜散越也」」の「六閒」に対する韋昭注の「六閒、六呂在陽律之閒。…呂、陰律、
所以侶閒陽律」を引く。
25、 ［1］は「「久」は読んで「記」となす（二字の古音は母部に属す）」とし、睡虎地秦簡
『秦律十八種』102の文を引き、睡虎地秦簡の整理者も「刻上標記」としているとする
が、後ろに「刻久できないものは、丹か漆で書く」という一文があることにより、「久」
は「灸」で焼きで印をつける義であることは明らかである。
26、 五音、即ち五声と十日との関係は、注16に引いた「律暦志」上の「五聲清濁、而十日
行矣」の李奇注から読み取れる。
27、 『風俗通』正失に「孔子曰、昔者，舜以夔為樂正、始治六律、和均五聲、以通八風」と「和
均」が用いられているが、こことは意が少し異なる。
28、 『大戴礼』夏小正に「陳筋革。陳筋革者、省兵甲也」とある。この「省」は省察の義。
29、 『算数書』に羽矢題は二題ある。ここは、整理号131のもの。
30、 麦鼎に「麥易（賜）赤金」とある。
31、 「金有六齊、六分其金而錫居一、謂之鍾鼎之齊。五分其金而錫居一、謂之斧斤之齊」
とあり、以下に戈戟・大刃・削殺矢・鑒燧における金と錫の配合比率を云う。
32、 この算題と同類のものとして、『張邱建算経』上に「今有圓材徑頭二尺二寸…」とあ
る算題がこれに当たる。
33、 「絶契羨杼」が、韓氏のいうような意だとすれば、語順は「絶羨契杼」となるはずである。
34、 岳麓書院蔵『数』にも少広題が存する。我々は『数』においても少広題が冒頭に置か
れていたと考える。
大阪産業大学論集　人文・社会科学編　28
28
35、 『数』（一七二）簡に「述（術）曰、以少廣曰「下有三分、以一爲六」、凡成十一、以爲法。
亦令材一爲六。如法一人」とあり、術中に少広題の文が引かれている。これを我々は
少広題の応用問題と考えた。
36、 『算数書』や『数』では除数の最後が 1―10であるが、『九章算術』少広題では、
1―12まで見
える。
37、 算数関係書での決まり文句で、実（被除数）と法（除数）を出した後、「實如法得尺。
不盈尺者十之、如法一寸。不盈尺者、以法命之」（『算数書』女織題）などの表現がある。
これは、実を法で割ると尺を単位とする答えが得られる。（割り切れず）、 1 尺に満た
ない数が出てきた時はそれを10倍し、法で割ると、寸を単位とする答えが得られる。（割
り切れず）、 1 寸に満たない数が出てきた時は、法を分母とし、（寸に満たない数を分
子とする）分数にする、寸の下には分という単位があるが、寸以下の単位に直さないで、
分数にするとの意である。
38、 間もなく出版予定の『岳麓書院蔵『数』訳注―出土算書訳注叢書第二―』の巻末に付
せられた私の一文「『数』における「物」字について」を参照。
39、 一例を挙げると、『爲吏之道』に「彼邦之 （傾）、下恒行巧而威故移」（11E–12E）と
見える。
40、 一例を挙げると、『秦律十八種』に「吏程攻（功）、贏員及減員自二日以上、爲不察」（122）
とある。
41、 『葛陵楚簡』乙二25、霊205等に見える。
42、 『後漢書』馬融伝に「子野聴聳、離朱目眩、隷首策亂、陳子籌昏」の注に「隷首，黄
帝時善算者也」とある。
